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今、 物にあ ふれ、 ゴミもあ ふれている 

物であ ふれる現代 

まだまだ使い 道があ っても捨ててしまいがち 

まるで捨てられるためにつくられてきたみたいに       

その ゴミ が自然環境を 破壊しています 

自然環境を守るために、 今私たちにできることは 何なのか‥   

私たちは ゴき とど う つきめうべきか 

私たちにできることから 始めていきましょう 
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 Ⅰ
（
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Ⅰ
 -
 

さ
ょ
 

コ
 ミ
の
歴
史
 

だ
し
 

く
ま
 

は
じ
め
は
、
コ
ミ
の
量
も
さ
ほ
ど
問
題
で
は
 

て
み
 

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
特
に
戦
後
、
人
間
 

し
て
 

に
し
 

の
 生
活
が
便
利
に
な
る
の
に
比
例
し
て
 
ゴ
、
、
、
の
 

 
 

竜
は
急
激
に
増
え
始
め
ま
し
た
。
 

し
え
 

昔
は
、
残
飯
な
ど
は
畑
の
肥
料
に
す
る
な
ど
、
 

少
者
 

 
 

コ
ミ
 は
 家
庭
で
処
理
さ
れ
て
い
ま
し
た
，
だ
か
 

は
 

、
 一
度
 

ら
 処
理
を
す
る
の
に
お
金
が
か
か
ら
な
か
っ
た
 

の
 
う
 

し
 、
ゴ
ミ
問
題
は
重
要
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
 

る
も
 

の
で
す
。
 

じ
 

昭
和
 輔
 年
代
に
芦
屋
町
に
ゴ
ミ
処
理
施
設
が
 

閉
 

で
き
、
平
成
元
年
に
は
 岡
垣
 清
掃
セ
ン
タ
ー
が
 

紙
を
 

稼
動
を
始
め
ま
し
た
。
 

士
十
ロ
 

Ⅸ
 

燃
え
る
 ゴ
ミ
 は
焼
却
さ
れ
、
燃
え
な
い
 ゴ
、
、
へ
 

広
 
ず
 

は
 細
か
く
し
資
源
化
さ
れ
ま
ず
，
分
別
処
理
の
 

え
 

時
代
を
経
て
今
、
燃
え
る
 ゴ
 -
-
 

、
や
 
燃
え
な
い
 コ
 

あ
 

ミ
 な
ど
、
再
利
用
で
き
る
も
の
は
き
ち
ん
と
 
分
 

り
 

別
し
て
再
資
源
と
し
て
活
用
す
る
、
リ
サ
 
ィ
ク
 

と
 

ル
 の
時
代
で
す
。
 

ど
こ
の
市
・
町
・
村
で
も
ゴ
ミ
処
理
問
題
に
 

頭
を
悩
ま
し
、
大
き
な
行
政
課
題
に
な
る
 
ぽ
ど
 

）
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●家庭系の ゴミ の 排出量● 

  

 
 

コ
、
、
 
、
と
し
て
捨
で
で
し
ま
え
ば
た
だ
の
コ
ミ
。
 

し
か
し
、
こ
こ
で
意
識
を
持
っ
て
し
っ
か
り
と
 

ま
た
資
源
と
し
て
再
利
 

刑
 す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
す
。
 

年
度
 

頁
 
キ
ナ
 

ゴ
 
の
種
 
2
 

  可燃 ゴ                   
一   不燃ゴミ (",)   
  資源ゴミ (.,@   
巨べ申 粗 大ゴミ (.,) 

+  " '"'"' 
一人一日当たりの 排出正 は ， )   

買
い
物
を
す
れ
ば
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
包
装
紙
、
食
 

品
ト
レ
ー
な
ど
私
た
ち
の
生
活
の
中
か
ら
毎
日
 

の
よ
う
に
出
る
ゴ
ミ
。
 

ゴ
ミ
問
題
は
、
だ
れ
も
が
問
わ
っ
で
い
る
問
 

題
な
の
で
す
。
 

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、
皆
さ
ん
一
人
 

ぴ
 と
り
が
 音
罫
叫
 
を
も
っ
て
、
ゴ
ミ
の
 減
骨
 に
取
 

 
 

眼
近
 コ
ミ
 問
坦
や
 リ
サ
イ
ク
ル
問
題
を
 、
テ
 

レ
ヒ
 な
と
て
よ
く
取
り
あ
け
ら
れ
で
い
ま
す
。
 

H 3 H 4 H 5 H 6 

6,050@ 5,901@ 4.845@ 4,917   
370 367 285 287 

243 281 338 353 

470 467 468 451 

7,133@ 7,016@ 5,936@ 6,008   
688 670 559 563   

 
 

コ
ミ
の
減
量
は
 7
 

高
度
経
済
成
長
で
、
物
が
あ
ふ
れ
 修
 締
や
直
 

し
た
り
す
る
 ヰ
 岡
を
考
え
る
よ
り
、
お
金
を
出
 

し
て
月
っ
た
ほ
う
が
早
い
と
い
う
、
ぞ
う
い
っ
 

物
へ
の
 関
 わ
り
方
を
 、
 再
び
問
わ
れ
て
い
る
時
 

代
 だ
と
も
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

 
 

 
 

  

 
 

  
H10   
5.594   
203   
475   
747   
7,019   
631   

上
丁
 
止
 

 
  
 

  
H11   
5,6l8   
282   
333   
146   
6   379   
568   

 
 

も
ゴ
ミ
 の
時
も
コ
ミ
処
理
に
要
す
る
費
用
も
年
々
 

増
加
し
て
い
ま
す
。
 

て
も
思
い
起
こ
し
で
く
だ
さ
い
。
少
し
前
ま
 

で
は
、
「
物
を
粗
右
に
し
た
ら
バ
チ
が
当
た
る
Ⅰ
 

「
も
っ
た
い
な
い
。
」
と
み
ん
な
そ
 
う
 や
っ
て
物
 

を
人
切
に
し
て
き
ま
し
た
。
 

 
 

し
て
も
使
え
な
く
な
る
ま
で
は
、
決
し
て
捨
て
 

皆
さ
ん
の
ゴ
ミ
 減
 吊
へ
の
意
識
が
高
ま
り
 
つ
 

つ
あ
る
の
に
対
し
、
増
え
続
け
て
い
る
の
が
不
 

法
投
棄
で
す
。
不
法
投
棄
と
は
 ゴ
ミ
 を
山
林
な
 

ど
に
捨
で
る
こ
と
で
す
。
 

実
際
に
不
法
投
棄
の
あ
っ
た
場
所
に
行
っ
て
 

み
る
と
、
な
ぜ
こ
ん
な
所
に
捨
て
る
の
か
疑
問
 

減
量
が
進
ん
で
い
く
中
で
 

一
万
、
過
去
Ⅲ
 午
 側
の
家
庭
ゴ
ミ
排
出
 総
呈
 

と
 一
人
一
日
当
た
り
の
 ゴ
ミ
 の
排
出
号
を
見
る
 

と
、
平
成
 2
 年
度
か
ら
少
し
づ
つ
減
っ
て
い
る
 

こ
と
が
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。
 

し
た
が
っ
て
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
、
な
お
 

一
 居
の
家
庭
系
の
 ゴ
ミ
 の
城
田
の
こ
と
を
考
え
 

て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
。
 

  き
 

後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
不
法
投
棄
を
す
る
人
は
 
、
 

 
 
 
 

軽
い
気
持
ち
で
や
っ
て
し
ま
う
の
か
も
知
れ
ま
 

お
 
；
 

せ
ん
。
 

報
 

で
も
、
そ
れ
は
 ゴ
 こ
の
分
別
収
集
、
減
量
と
 

 
 

い
う
こ
と
に
対
す
る
意
識
の
欠
如
が
あ
る
か
ら
 

侭
 

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

タ
 

石
の
写
真
を
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
町
内
 

に
は
こ
の
よ
う
に
・
不
法
投
棄
し
て
い
る
と
こ
ろ
 

が
あ
り
ま
す
。
 

不
法
投
棄
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
で
い
ま
す
が
 

平成は年 2 月 

に
 思
い
ま
す
。
 

な
ぜ
な
ら
、
直
接
業
者
に
頼
ま
な
け
れ
ば
回
 

収
さ
れ
な
い
 ゴ
ミ
 も
中
に
は
あ
り
ま
す
が
、
不
 

法
投
棄
さ
れ
て
い
る
大
半
が
、
 集
 前
場
に
出
せ
 

ば
き
ち
ん
と
 収
 柴
し
て
く
れ
る
可
燃
ゴ
ミ
や
小
 

う
 

日
 
5
 

燃
 ゴ
ミ
、
粗
大
ゴ
ミ
な
ど
だ
か
ら
で
す
。
 

 
 

い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
 

，
九
一
Ⅱ
当
た
り
に
す
 

る
と
、
平
成
 2
 年
度
と
 

比
べ
で
、
 
[
Y
,
 

携
の
減
 千
 

が
 進
ん
で
い
る
こ
と
が
 

わ
か
り
ま
す
。
 

表
の
平
成
川
年
度
の
 

粗
大
ゴ
ミ
が
急
増
し
て
 

い
る
の
は
、
平
成
Ⅱ
年
 

度
か
ら
始
ま
っ
た
粗
大
 

コ
ミ
の
有
料
化
の
た
め
 

の
と
考
え
 

ら
れ
ま
す
。
 

 
 
 
  
 

 
 
タ
 

 
 
 
 
 
 

）
 

て
す
 。
 

岡
垣
町
で
も
、
町
内
会
の
集
団
資
源
回
収
の
 

取
り
組
み
や
コ
ン
ポ
ス
ト
の
あ
っ
旋
な
ど
で
。
 コ
 

こ
 の
 減
丑
に
 取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
 

い
拾
 
う
 

の
 
よ
 
で
 

 
 

う
な
 る
 

内
の
々
 

  

ど
ミ
だ
 

町
 
こ
所
 

 
 

く
 

く
 

    
  

では ぇ こ               
がこ の ま   

  

山中では、 
う な光景が   

見られる。 

コ
の
 

で
る
 

調
 
い
 

煮
 
て
 

う
て
か
 



） 

  

分
別
収
集
の
現
状
を
探
る
に
あ
た
り
、
処
理
 

す
る
側
の
岡
 垣
浦
掃
 セ
ン
タ
ー
に
足
を
避
 び
、
 

可
燃
ゴ
ミ
・
不
燃
ゴ
ミ
の
実
際
の
処
理
工
程
を
 

見
て
み
ま
し
た
。
 

可
燃
ゴ
ミ
を
処
理
し
て
い
る
施
設
で
は
、
 
収
 

柴
車
が
到
着
す
る
た
び
に
、
ゴ
ミ
ピ
ッ
ト
 
と
呼
 

ば
れ
る
と
こ
ろ
に
可
燃
ゴ
ミ
を
吐
き
Ⅲ
し
ま
す
。
 

実
際
に
ピ
ッ
ト
内
に
あ
る
コ
ミ
の
景
を
見
る
と
、
 

相
当
な
可
 -
 
早
で
為
る
こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
 

（
写
真
①
 一
 

コ
ミ
ク
レ
ー
ン
で
か
き
混
ぜ
、
ピ
ッ
ト
内
の
 

ゴ
ミ
質
を
均
等
に
し
、
ホ
ッ
 パ
と
 呼
ば
れ
る
 焼
 

却
 炉
の
人
口
に
投
入
し
ま
す
。
 
一
 
写
真
②
 こ
 

焼
却
率
の
商
 い
 2
 基
の
焼
却
炉
を
テ
レ
ビ
モ
 

ニ
タ
ー
で
確
認
し
な
が
ら
、
的
確
に
運
転
・
 管
 

理
 を
し
て
い
ま
す
。
 -
 
写
真
③
 一
 

灰
 に
な
っ
た
 ゴ
ミ
 を
焼
却
灰
埋
立
地
へ
運
び
、
 

埋
め
立
て
ま
す
。
 -
 
年
 貞
 ④
 一
 

一
方
、
不
燃
ゴ
ミ
は
、
不
燃
ゴ
ミ
用
の
 コ
 -
-
 

、
 

ヒ
ッ
ト
 ヘ
迎
 ば
れ
ま
す
が
、
可
燃
ゴ
ミ
な
ど
も
 

多
く
含
ま
れ
ま
す
の
で
、
機
械
で
処
理
す
る
 
前
 

に
 職
員
に
よ
る
手
作
業
で
分
別
し
ま
す
，
（
 
写
 

宜
バ
の
こ
 

不
燃
性
の
粗
大
ゴ
ミ
な
ど
は
、
こ
の
二
冊
 
破
 

砕
機
で
巧
 M
,
 

角
に
小
さ
く
し
ま
す
。
（
写
真
⑥
）
 

磁
選
機
 と
呼
ば
れ
る
鉄
を
回
収
す
る
も
の
や
 

ア
ル
ミ
選
別
機
な
ど
で
、
 鉄
と
 ア
ル
ミ
を
選
別
 

し
ま
す
。
 一
 
写
真
⑦
 一
 

選
別
さ
れ
た
鉄
や
ア
ル
ミ
を
金
属
圧
縮
機
 

（
プ
レ
ス
 機
 一
で
、
そ
れ
ぞ
れ
圧
縮
整
形
さ
れ
ま
 

す
 。
圧
縮
さ
れ
た
も
の
は
、
回
収
業
者
へ
運
び
 

再
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 
一
 
写
真
⑧
 一
 

こ
の
一
連
の
作
業
工
程
を
見
て
い
る
と
、
 何
 

処
理
側
か
ら
見
た
分
別
収
集
 

マ 灰になった ゴミ を焼却 

灰埋立地へ運び、 埋め立 

てます。 
( 写真④ ) 

ト
 
・
 

マ金属圧縮機 ( プレス、 機 ) 

で 鉄と アルミを別々に フ 。 

レスして、 l 円 収 業者へ。 

( 写真⑧ ) 

品
こ
れ
 

ケ
，
、
 

  

  

  

  

  

    
 
 

    

ム 900 度から 1000 度の間で 

脱却される可燃ゴミ、 燃え 

るというより、 溶けるとい 

う感じです。 ( 写真③ ) 

 
 

 
 

や
 -
 
、
へ
 

 
 
ナ
七
 

@
 
@
 
ウ
 
J
J
 

 
 
ム
鉄
 

マ 、 叶燃ゴ、 の 袋を破り、 

ゴミ筒を均等にずる 作業 

が行われています、 

( 写真② ) 

マ 不燃性の粗大ゴミなど 

は、 この三棚破砕機で 15 

;" 角にⅡ、 さくしまず " 

( 写真⑥ ) 

 
 

げ
一
口
 

 
 

 
 
Ⅳ
 
-
 
何
 

 
 

田
 

 
 

/
 
サ
 ，
 

  

八 収集亨から出される 可 

燃ゴミの 比 l. ごは圧巻させ 
られます。 ・ 

( 写真① ) 

 
 

八 収集車から出された 不 

燃ゴミの l Ⅲの可燃ゴミを 

仕分けします。 

( 写真⑤ ) 

ナイロン、 ビニール、 プラスチックなど 

化学樹脂 類や ゴム類は絶対に 燃やさないで ! 
ダイオキシンなどの 有害物質が発生する 危険性があ ります   

Ⅰ
 
ま
 

 
 
 
 
 
 
-
 
１
 
と
 

"
"
 

Ⅰ
 
"
 
，
 
オ
キ
シ
ン
 

イ
 
ダ
 ダイオキシンなどの 有害物質が発生する 危険性があ ります。 ダ イ ダイオキシンは、 一 有機物と塩素が 燃焼時に反 

ときに、 発生する可能性が 高くなるといわれています。 オキシン類は、 塩素を含んだプラスチックやビニールなどを 燃やす 応 疫 して生成さ 異常、 生殖障害などを 仲 、 、 発 イン性や催奇形性が 引き起こす。 また、 強く         
特に 、 卯のパックやラップ 類など塩化ビニールは、 ダイオキシン 類が作り出した 最強・最悪の 毒物」とも言われて 
の 発生原因といわれ 非常に危険ですので、 家庭では絶対に 燃やさず います。   
に 、 可燃ゴミで出してください。 ただし、 800 度城主で化 艦干 すれ ば、 、 ・ダイ オキシ 
また、 紙 くずや草木を 焼く場合も、 周囲への配慮をお 忘れなく。 ンは 発生しにくいといわれています。 
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し
か
し
、
実
際
に
処
理
を
行
っ
て
い
る
職
員
 

に
 聞
い
て
み
る
と
、
ま
だ
、
次
の
よ
う
な
問
題
 

占
 が
あ
る
 よ
う
 で
す
。
 

◆
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
 や
 カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
な
ど
は
、
 

不
燃
ゴ
ミ
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
 

く
、
 必
ず
、
可
燃
ゴ
ミ
と
し
て
出
し
て
く
だ
 

さ
い
。
（
処
理
す
る
際
に
、
 

鉄
 ・
ア
ル
ミ
 
破
 

砕
 機
な
ど
に
巻
き
つ
き
、
故
障
の
原
因
に
な
 

る
の
で
す
ご
 

◆
包
丁
や
割
れ
た
ガ
ラ
ス
な
ど
の
危
険
な
も
の
 

な
ど
は
新
聞
紙
な
ど
に
一
度
包
ん
で
か
ら
、
 

不
燃
ゴ
ミ
の
袋
に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

（
収
集
の
際
に
、
作
業
員
が
大
け
が
を
し
た
 

こ
と
も
あ
り
、
大
変
危
険
で
す
。
）
 

こ
の
よ
う
に
指
摘
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
 

ま
だ
 ゴ
ミ
 の
分
別
が
徹
底
し
で
い
な
い
と
い
う
 

こ
 ト
 
Ⅰ
 
Ⅰ
で
は
Ⅱ
 斤
 
下
い
 
ノ
か
ケ
 -
m
 

Ⅲ
 か
 
わ
れ
リ
斗
 
ム
 
0
@
 

よ
 。
 

何
 %
 清
掃
セ
ン
タ
ー
の
ゴ
ミ
処
理
を
見
ま
ず
 

と
 、
今
ま
で
以
上
に
 ゴ
 こ
の
分
別
。
笠
付
 う
 必
要
 

 
 

 
 

こ
の
ゴ
ミ
問
題
と
い
う
の
は
、
皆
さ
ん
一
人
 

ひ
と
り
の
協
力
が
必
要
な
の
で
す
。
 

コ
ミ
の
 減
呈
此
 な
し
て
い
た
だ
く
の
は
も
ち
 

ろ
ん
の
こ
と
、
今
ま
で
の
よ
う
に
、
単
に
 
ゴ
、
、
、
 

を
 燃
や
し
て
処
理
す
る
の
で
は
な
く
、
資
源
と
 

し
て
リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
 

り
ま
せ
ん
の
で
、
徹
底
し
た
 ゴ
 こ
の
分
別
が
必
 

要
 と
な
り
ま
す
。
 

出
さ
れ
る
 ゴ
、
、
、
は
 

最
後
ま
で
ぱ
任
を
持
っ
て
 

い
た
だ
き
、
ゴ
ミ
に
つ
い
て
考
え
、
行
動
し
て
 

い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
し
ま
 

す
 。
そ
れ
が
リ
サ
イ
ク
ル
の
時
 

代
を
引
き
る
、
私
た
ち
の
使
命
 

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

新しいリサイクルの 仕組みがスタートⅡ 
～家電リサイクル 法で、 使用済みの家電が ゴミ から資源に～ 
使用済みの家電製品は、 金属やプラスチック、 ガラスなどの 

リサイクル " 源の宝庫。 今年の 4 月にスタートする「家電リサ 

イクル法 ( 正式 ダ ・ 称ノ 特定家庭用機器再商品化法 ) 」は、 家出 
リサイクルを 製造業者、 小売業者、 消化者がそれぞれの 役割と   
対象 製卍 ・ ①テレビ [2,700 円 ] ① 洗 独機 [2,,100 円 ] 

に y 冷 祓月 ; [4,600 円 コ C)X  アコン け ， 5nn Ⅲ コ J 米 l ] ｜ 杓 ｜ 土 サイクルに ぜ要な ℡令です。 使った 人 ( 消皿舌 ) は、 こ   
よって金額が 与少典なります - 

 
 
  

Ⅰ西町な引き 渡し 

● 収圭 再商品化 速 どに 伍 するⅡ金の支払い 匝 ぽ引取姜功 ) 
法 ，クル 
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●過去に小売 師克 した 対襄雙器 

● 口い 控えの際に 、 引き取りを求められた 苅卑雙器岨弗 

㈲ 波毯肪 )l       
< 引 K あ %) 

Ⅱ ヒの Ⅱ ィ 

    Ⅱ 造 業者・輸入業者 

1 れ、 流れ  
 
 
 

 
 
 
  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
串
雙
 

 
 
し
た
 

 
 
 
 
 
 
追
抽
 

型
る
 

に
す
 

去
 
)
 

曲
ル
 

 
 
 
 自
ヴ
 

 
 

  
資源ゴミの再生利用・ 資源化を推進します「 

    

  雙 ;" 雙哩 … ; 鯉蝿   
ラザ は、 遠賀郡 4 町・中間市で 排出され 

る資源ゴミを 受け入れ、 合理的かつ経済 

的に選別再生を 行うことで、 再生利用・ 

資源化を促進するとともに、 リサイクル 
Ⅰ " ' 。 ' " ' 卦芽手   /      Ⅰ / " ノ "  /  ソ ""@ 

Ⅰ 三 の 啓発の場としでの 総合的施設です。 
収集品目は、 一般家庭にあ るぺット ボ 

舌舶 ゴミ存分別して、 きまりに 従 コ リワイクルフラ サ で、 高目 源 化の処                                         白色トレ一の 3 
    理在 行います。 て 出してください                                                                 ことになっで 

います。   
ン ・ 缶類 もこの施設で 処 1 甲 するこ 

とになっでいます、     
の 開設は、 より一店 の ゴミ成   はへ 

                                        , 歩 なのです。 
皆さん、 ゴミの分別にご 協   ； く 

ださい。 
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      膝   ㌔ "       

兼 しい寒さとなった 1 月 14 日、 遠賀郡消防合同出初戎が 遠 賀 W 総合運動 

山児之助団長以下 90 人が参加しました。 
強い分列行進に 始まり、 郡 消防署に配備された 高規格救急、 自動車での 救   

令制 紳が 披露され、 最後 !. こは祝賀放水。 郡 消防署と片町消防団が = 午 一年の災害防止活動 

への 門 いを新たに出初式を 終えました。 

また、 表形式では消防活動に 貢献のあ った田や 囲貝が 表彰されました。 
  岡垣町の受打者は 次のとおりです。 [ 敬称略 ] 
  
7 日本消防協会定例表彰》 [ 功 練革 ] 0 吉田武人 [ 粘綿 苧 ] 0 竹井草 

        他県知勇感謝状 俄 六年勤続表彰 ガ ソ 0 0 坪根健 木原太美男， ・①花田敏治 0 安部信雄 0 石田正実 0 坪根 健一 0 花田敏治 0 山役 允 秀一①石田正実 
      0 石 Ⅲ民博 0 旗 土芥 未 0 横川修司 0 清水洋一 0 安藤克治 O 石 m 文敏 0 早川 喜 京人 0 辻 芳和 
: 0 田中健二 0 丁 浦進 0 石田克司 0 白橋 斑竹 O 石 m 孝司①本田裕   ニ 0 二 % 英書 0 山崎如実 

          ぱ俺 迫田貴表彰 ソ 0 神谷昌宏 0 吉田正生 0 福崎章章 0 小野保 Z0 武智 祥浩 0 樋口則昭 

ぱ 県民火災共済 紹 合理事長表彰》 [ 分団 ] 第 4 分団 [ 個人 1 0 宏高祐治 

《 ; 肖防 協会せ 賀 支部長表彰 沙 ① 長畑 重腔 0 木原大英男 
《岡垣町消防田長表彰 ソ 0 松山佳 宣 0 大庭勇二 0 古田茂 0_: 宮人 

J  # 岡垣町長感謝 はガ                                                                                                                                           

  

Ⅰ 

; Ⅰ Ⅰ                     もおいしいイチゴ だ よぉ   
    

- ナ人口で海老 澤 小学校の 3 年上が 、 イ 

ドキャンペーンを ア了 いました       

巨 年から育ててきたわが 町の特産物 ィチ 
; 、 広く皆さんに 知ってもらおうと 開か 

; ものです。 
司垣 サンリーア イ 来訪者 ! こ、 採れたての 

" ゴと " トィ乍 りのⅡ、 さなパンフレットを 千   

                            イチコ     !. こ 関するアンケート   
きの脇刀をお 卯 いするグループと、 P R 
， ス をするグループに 分かれて 活 勅しました 

， R ダンスを披露してくれた 辻村沙織さん (, 
たちが一生懸命作った 岡垣 イチゴです。 皆 i 

れました。 

由 おうと、 ダ シスの振りれけを 考えま @, ズ、 
; くの人に、 岡垣 イチゴの素描らしさを 如て 

古います。 岡垣ィチゴ は日本一 ! ビタミン C 
、 っているし、 実も大きくておいしいですよ 

廿 ロサンリーア イ の館内には、 児童が一生懸 
・いる声が、 こだましていました。 

  ま 
ち
が
 

て
 

 
 

 
 

    

ど
 

ズ
ー
ム
 砲 

 
 

  

 
 

  



音 ㌔ 又租ニ   五 % 曲化 

            ③ 

（ レ 

へ 
コ ⑥ リ 

    

参加する人も 読む人もあ んな友達。 こ 
の コーナ一でひとつになって 楽しもう。 

「 ど くしゃの私書箱 」は、 そんな願いを 
込めた読者のぺ 一シてす 。 

楽しかったこと 悲しがつたことから 
地区の活動まて、 また イラスト・ 4 コ - 

マ まんが・俳句・ 川柳なとの作品もあ 待 
ちしています。 

TR 岡垣町の農其の 持来を 応募 先 ， " 〒 8ll-4233 岡垣町大宇野間 697 
    岡垣町役場地域振興 諜 ・広報「 どく 

  見据えた意見交換会 
  

  
Ⅹ応募はがきには「住所 氏名 ( 紙上医 
し やの私宅 箱 」 係   

農業委員会活動の 一環として、 農業 名も司 ) . 年齢・電話番号」をお 忘れな 

委員会と岡垣町認定，志向農業者との く 。 

意見交換会が 1 月 26 日に開かれました。 
農業委員会 14 人、 岡 垣 W 認定・志向 
起業者 22 人が出席し、 農業経営の現状 
と 問題点や、 農業委員会・ 行政・関係団 

体などへの要望や 期待について、 活発 
な 意見が出されました。 

もの強化 0 農業委員などの 

選出に認定・ 志向農業者や 女性の参 らる 0 地元で採れた 米や 野 

菜を、 学校給食や地元で 消化できる ょっ l 一 」さば り が、 などでした。 

農 来を見据えながら、 
APN. ペコ ちゃん 

論議   
干 布 汝 塩 冬 神 去 れ 仕 手 近 折 山 柿 灰 山 沖 ル メ坤 生反 オ j                   イム " @ 舌 夜 山体㌍ ナ 一 ロ " 
に 9  の 減 @ 可 せと @ グ ク   
雀 焼 上 地 済 方 邪 に 嬢 つ 迫 し 風間   『Ⅱ @@ メ 接 @ 用 む 々 、 ょ、 。 k こよ亘 

遊 五 丁 た や 春 を 鵜 { 若 満 く ぃサ 
、 ウ       ・ キ -   小ホ @ る 口 舌 め 払 の 日 き 月 怒 て ン       
  . キ ぺ 子 Ⅰ - 、 「 ，       

  
鷺 妃 。 

七市 ． キ、 @ る 養タ 句 く 其 り か 句   
街 ふ 孫 非 ミコ子 も 折 り訪 し羊 り 期 年子   三時半 人 はる '- @ @. 一 一 ""@. 一 @ " @-- 「 一 一一 ". 一一 " コ , 

な迎 か も に の 卓 さ れの こ く 御側         
と キ 苦に     
  j 、 始 さ け   
の ん ぱ 一 @ 
初       般 Ⅰ     

生 よ 胎位 り の 春 
岩 きろ川 に々 小石 接楠 れ l 短三 に中 

棒 が り ． む ま   ん び き 百 き 

時 節 ぅ 和で ナ 
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案 に対しての支援 角 

画を推進すべきで ノ 
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皆さんの生活に 欠かせなく 按 っていき ち 

          
了し ¥ つでも・どこでも・だれでも ] 生涯学習 ガ できる環境づくりに 取り札 
んでいます。 
今回は、 パソコンや通信回線を 使った " 生涯学習支援ネットワーク " を 紹 らもト 

ま す 。 生涯学習支援ネットワークでは、 多様化する生涯学習のあ らゆる分里 カ変 

応 するために、 パソコンや通信回線などの l T( 情報通信技術 ) を使い、 皆さ         

生涯学習を支援しています。 
  
  

生涯学 留 支援ネットクークのいろいろ・… ， 

社会体育施設や 公民館、 岡 垣 サンリーア イ、 い こ 岡垣町で活躍するあ らゆる分野の 人材情報を 
いの里など、 町内公共施設㈹ 予約状況の照会や・チ ネ ・ り データベースに 登録し、 必要なときにいつでも 
l@ 申 込みなどができるシステムです。             の昭会 ができるシステムです。 

v 

    
人     

                -@1 -1 .) 1 -,             
唯才オ   

T 
  盾 

公 Ⅰ @.,"; 処卑 お - 丘甘彊珪 幸艮 

ン 

共施 

） ム廿 ス 
肌又 Ⅱ -= 

" 蕊が     荒 肝 " 旦 ・，山越 日 T 
        ェ でⅠ㍉ き ;--: 笘コ ム 

予 
約 

口持別処理 人 ン 「入射 
ス 一 B  ,   や % ぽ   百 
ワ @ 
ム 科   

科 
n@ 

        晒 """"                         
                                  一ア イ ・国井 館 に所蔵                               
もの本の，情報を 管理し、 本の貸し出し ぺ Ⅰ予約、 蔵 書 
検索、 利用者の登録などができるシステムです。 

  

v 
図 

  
亘圭 
    問い合わ・ せ               

貧ト曲ヒ 

情報 

    円雙 推理課情報推進保 へ 
  

ン 

ス   
T     

I T という言葉をよく 耳にしますが、 岡垣 W i 廿 @m 百 サンリーアイ・フィット 不スジムで、 バソコ 

でも町民の皆さんの 日常生活に役立．つよ 、つ 
ィ ▼ や 

ンを 使い体力や目的に 合わせたトレーニンバメニュー 

ンダーネットの 無料 輻海習 会を開催します。 
さ 

の 作成や 、 体ソ J 診断などができるシステムです。 
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， ，へ 穏 " 、   
  

4% ぎ 」クツ， 尹沼 。 " 。 
立春を待つ心を 料理に託して ! 

ふくさ 

① 柑紗弄 し 

②菜花の和えもの 
    

  

  

  
  

く ①の材料 4 人分 ) 
① 穏 2 ヵ ップは だし 昆机 5.,, @ 酒 
( 大さじ 1 ) ①椎茸 @ 4 枚 )( Ⅰ焼き穴子 

(200:") ① 卵 ㏄ 個 )0") 片栗粉 [                                   
サラダ油 
A ① 酢 ( 大さじ 2 . 2 ノ目， ) 砂糖 ( 太さ 

        ) ① 塩 ( 小さじⅠ ノ 2) 
日 ①出し汁 (1 ノ 2 カップ ) れ酒 (- 太さじ 
          i 砂糖 ( 大さじ 1 .1 ノ 2) Ⅰ           しょう 

油 ( 人さじ 1 ) 
C ① 酒 ( 大さじ 1 @ 砂糖 ( 人 さ                   
みりん ( 大さじ 1 )0 しょう油 (. ノく さ   

く ①の作り方 ) 
rT) だし昆布と酒を 人れて、 ご飯を炊 
く。 昆布を収 り 出しで A を 混せ、 弄 

し飯を作る 、 
② 水でもどした 椎茸を B に浸して、 

味をふくませる。 
(3j 焼き穴子に C で味をつけて 冷ま -r 。 
④ Q2X ③を荒みじんに 切り、 ぱに混ぜ 

る ， 
                                                              塩と ・溶き                                                               

                        荒めの 茶 こしで               
                                                                                                                              -C 、                                     
                              包み巻いでできるが り     

く ②の材料 4 人分 ) 
①菜の花 ( 1 束 ) ⑪焼きのり ( 1 枚 ) 
A ① 白 すり ごま @ 大さじ 2 ) ㊤マヨネー 

ズ @ てさじ 2 Oj 練りからし ( 少々 ), 
し う ; 白 ( フて さじ 2 ) 

く ②の作り方 ) 
( お   菜の花は、 ゆでで冷ましでおく。 

②   眈 きのりは、 細かく切っておく。 
ぽ 0 A をよく混ぜ合わせて 調味料を ィ， F 

り 、 CD2 にあ える。 

c4) 器に捕って 、 ②を大盛りにして、 
できあ がり， 

岡垣町食生活改善推進会 
( ヘルスメイトの 会 ) 
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却
を
い
な
ど
の
 迂
 動
 不
足
は
、
血
圧
に
悪
形
 

高
血
圧
が
問
題
で
す
Ⅰ
 

 
 

健
康
対
策
課
保
健
婦
野
口
洋
子
 

饗
を
及
ぼ
し
で
い
ま
す
。
 

  健 p 

ぼ
バ
 
か
目
臼
田
 
目
 
・
ニ
身
長
Ⅹ
身
長
 ご
 
で
す
，
 B
M
l
 が
 

市
 い
ほ
ど
血
圧
が
高
く
な
り
ま
す
，
 B
 

M
l
 は
用
か
ら
招
が
適
切
と
考
え
ら
れ
 

て
い
ま
す
。
肥
満
の
あ
る
人
は
適
正
体
 

が
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
，
 

定
期
的
に
連
動
を
す
る
習
慣
が
な
 い
、
 

車
 を
使
 う
 こ
と
が
多
く
あ
ま
り
歩
か
な
 

 
 

を
 コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
は
、
命
を
 

脅
か
す
脳
卒
中
や
心
臓
病
な
ど
の
病
気
 

を
 予
防
し
、
生
き
生
き
と
し
た
生
活
が
 

広
 れ
る
基
礎
で
す
，
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分
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ク
 
  平成   3 年 2 月 ?5 日 口

弓
 



      卜 Ⅰ や・ @ ゴい     
  

  

    前生のもよ古し 弔し 亘甘   
ヰ @ Ⅰ " . ハ " 一 Ⅰ "@ 

          
位 ニ舟本朝子 ( 町間四 @  4 位二八重 尾 俊之 ( 古木 @  5 位二村田文 木大輔 ( 戸 切 円谷 ). 川原紘子 ( 新株 媒 }. 田尻 彩 ( 出居 ). 手島 重春 
子 ( 西わ 岡 ) 6 竹二中津留正義 ( 戸切 自行 )  7 位二河村美美子 (11@ 峠 ) . 横手札 恵 ( 東海老 洋 ) 柏 、 m 各 ) 

( 野間一 @  8 伸二渡部京子ⅠⅢ。 5 .) . 山田美智子 ( 畑中 ) . 横山 王 たくさんの作品応募や 投票、 あ りがと ; 上記の 

明 ( 四 % 掻 ), 古野部満子 ( 海老注 @. 宮川杜夫 ( 百合 ケ丘 ). 千々 和   皆さんには、 岡垣 郵便局と岡垣町教育委 妾 贈られ 
正毅 ( 吉木 ) . 矢野恵子 ( 酉 ;, ゎ %) 15 位二宮村陽子 ( でて 暢 ) . 村上智 ます。 

美 ( 宗像市 ) . 山崎節子 ( 古木 ) m8 位 吉 萩原 瞳 ( 百合 ケ丘 ) . 京城 清 「発想がすばらしい」「気持ちがこもっⅠ い っ」 l ラ 反正 屈 して 

( 市 1i 」Ⅲ ) . 岡本聖子 ( 古木 ) 幻位 = 正丁裕子 ( 高台 ) , 浦田善平 みたいです」とたくさんの 声を聞かせていただきました。 今後と 
(SWT 間 W) . 高倉 苑 テイケア，梶谷八重子 ( 町間三 @ . 宮中京 羊里 t 、 駅双ぎゃらり 一をどうぞよろしくお 願いします。 

( 芦屋 @ ， ) , 緒方 英憲 ( 野間四 ) ョ ( 年賀状 ) の返却を希望する 人は、 3 月 31 日 ( 土 ) までに 庚 

井上千 島 ルイ子 ( 旭市 ) ト民館 へお願いします。 
町 ) . 古沢憲文 ( 旭ヰ 

・ 伐 子 ( 束石腸 ) . 貞 l 
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う ございました。 

ョ 会から記念品が   

 
 

福
祉
課
高
齢
対
策
 係
 

接
 兵
を
回
収
し
、
洗
濯
・
乾
燥
 

消
毒
を
し
て
、
配
達
す
る
サ
ー
ビ
ス
 

を
 行
い
ま
す
。
 

と
き
 
3
 周
中
旬
に
予
定
 

 
 

月
と
 3
 月
に
実
施
 予
疋
 で
す
。
 

対
象
在
宅
で
寝
具
の
術
上
背
理
 

が
 四
難
 で
 次
に
あ
た
 

ぱ
 ひ
と
り
 蓉
 ら
し
の
お
お
む
ね
㏄
 搬
 

 
 

②
お
お
む
ね
㏄
堀
川
Ⅱ
の
み
の
℡
 
帝
 

ぶ
 9
.
 卜
 
準
ず
る
世
帯
に
風
す
る
 
商
捕
 

者
 乾
び
に
身
体
 陣
害
者
 -
 
月
 @
 

内
容
①
 3
 点
一
式
 -
 
掛
け
布
団
 

敷
布
団
・
毛
布
の
各
工
む
 
こ
 0
4
 
月
 

一
八
一
掛
け
布
団
・
毛
布
・
ベ
ッ
ド
 

 
 

レ
ス
の
 各
 1
 Ⅱ
 じ
 

利
用
料
①
 3
 点
一
式
…
六
げ
・
 一
 
・
 
十
 

Ⅲ
 柑
度
 ①
 4
 点
一
式
…
ビ
目
五
十
Ⅲ
 

程
度
 

米
川
収
か
ら
配
達
ま
で
・
約
 
1
 週
間
 

ヵ
 か
り
ま
す
。
 

申
込
締
切
 

3
 月
 9
 Ⅱ
一
 
%
 ）
ま
で
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
福
祉
 諜
 

高
齢
対
策
 係
へ
 

 
 入
居
し
ま
せ
ん
 ガ
 

県
営
住
宅
入
居
者
募
集
 

県
 住
宅
供
給
公
社
 

募
集
期
間
 

3
 月
 1
 口
 @
 
ホ
 -
 
か
ら
は
 

口
 （
 
月
 -
+
 
ェ
で
 

申
し
込
み
 

3
 月
 1
 Ⅱ
 -
 
水
 -
 
以
降
に
 

役
場
総
合
案
内
・
 管
財
甜
 管
材
 係
 

東
部
公
民
館
で
中
込
苦
の
交
付
を
ぜ
     

け
 、
必
要
十
項
を
記
入
し
、
募
集
期
 

間
内
に
県
住
宅
供
給
公
社
へ
郵
送
 
し
 

 
 問

い
合
わ
せ
 

県
 住
宅
供
給
公
社
 
容
 

0
9
2
 
１
 7
1
3
 
１
 1
6
8
3
 
、
 ま
 

た
は
北
九
州
管
理
事
務
所
 
呑
 6
9
1
 

１
 5
9
7
0
 

へ
 

公
 ・
 
共
 施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
の
 

抽
選
期
間
が
短
縮
さ
れ
ま
 す
 

中
央
公
民
館
 

昨
年
の
 6
 円
か
ら
、
公
正
 ハ
 
施
設
 手
 

約
 シ
ス
テ
ム
で
公
共
施
設
（
各
公
民
 

館
 
・
行
体
育
施
設
 @
 
の
 利
用
受
付
を
 

行
っ
で
い
ま
す
。
 

 
 す

る
た
め
、
平
成
㍑
年
度
利
用
分
か
 

ら
 抽
選
受
付
期
間
を
、
 
巧
 日
間
か
ら
 

7
 Ⅱ
向
に
短
縮
し
ま
す
 

問
い
合
わ
せ
中
央
公
民
館
 
へ
 

 
 

１
丁
 が
 な
ぜ
え
ら
い
 ?
 

ト
報
 化
社
会
Ⅰ
下
問
題
講
演
会
 

 
 県
北
九
州
労
働
福
祉
事
務
所
 

い
ま
 

I
T
@
 

通
信
情
報
技
術
一
村
 

話
 が
世
の
中
に
満
ち
あ
ふ
れ
、
・
 
方
 

で
デ
ジ
 ダ
ル
デ
バ
イ
ド
（
 肺
報
玖
児
ど
 

と
い
う
 吾
莱
が
 私
た
ち
を
取
り
巻
い
 

て
い
ま
す
。
本
当
に
 
l
T
 は
オ
ー
ル
 

マ
イ
テ
ィ
な
の
で
し
ょ
う
か
。
 

 
 報

と
 メ
デ
ィ
ア
、
情
報
と
知
恵
の
凹
 

係
 を
ぬ
Ⅰ
理
し
、
こ
れ
か
ら
 

先
 I
T
 と
 

ど
の
よ
つ
 け
 。
さ
合
っ
て
い
け
ば
よ
い
 

の
か
を
考
え
で
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

ま
た
、
 

l
T
 

の
経
済
効
果
、
Ⅰ
ど
も
 

の
 パ
ソ
コ
ン
教
育
㈹
功
罪
な
ど
も
 
考
 

え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
 

と
き
 
3
 月
旧
日
 @
 
人
 -
 午
後
 2
 

へ間 し 理 お に大老 時 か 城 事務 R し 均 、 出し 記入 ザー サ ナ 申し マ， ! - 村 台北 とこ 3 月 とますい 合 % 間１ ， ： @ 月 3 休館 広間 ツボ " 巴 Ⅰ 
容 わ く 、 巾み味         
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ク 町民武道館 呑 282 一 61%1 ク 中央公民館 呑 282 一 0 Ⅳ 2 
クい こ い の 睾 ・社会福祉 梯 議会 む 283 一 2940 ク 東部公民館 む 282 一 0035 
ク 囲垣サソリ土アⅠ む 282 一 1515 ク 西部公民館 む 282 一 7476 
ク シルバ一人材・センダー む 282 一 4688 ク 在宅介護支援センター 宕 282 一 5167 

ク 東部在宅介護支援センダー か 282 一 5103   
スクエアダンス ( アメリカンカントリーダンス ) をいっしょにしてみませんか ? 

毎週木曜日午後 7 時から 9 時まで、 東部公民館で 行っています。 問い合わせ スタエア ダンスクラブ 会長 安田稔 呑 283-3969 へ 

 
 

学
校
教
育
課
学
校
教
育
係
 

子
ど
も
が
大
好
き
で
、
 

口
冊
 
大
下
 

的
な
仕
訳
が
で
き
る
人
を
待
っ
て
 

い
 

ま
す
。
 

職
種
学
校
Ⅲ
 務
貝
 

勤
務
場
所
囲
垣
中
学
校
・
凹
面
 

束
 

中
学
校
 

①
臨
時
職
員
 

勤
務
時
間
一
下
Ⅱ
し
午
前
 

7
 時
㏄
 
分
 

か
ら
 
9
 時
ま
で
一
五
 

旺
 Ⅰ
 -
 
第
 

四
土
曜
口
を
除
く
二
千
前
 

7
 時
㏄
 
分
 

か
ら
午
後
Ⅰ
時
ま
で
 

②
嘱
託
職
員
 

勤
務
時
間
午
前
川
時
冊
分
か
ら
 

午
 

後
 7
 時
ま
で
 

期
間
平
成
は
年
 
4
 月
 1
 同
か
ら
 

1
 年
間
，
た
だ
し
、
 

通
亜
 
5
 年
を
限
 

度
 に
更
新
が
あ
り
ま
す
。
 

募
集
定
員
①
②
各
 

2
 人
 

応
募
資
格
町
内
在
住
の
防
嵌
か
ら
 

す
 
 
 

ま
 

れ
 授
を
 

し
反
 

 
 

違
 

 
 

 
 折
銀
脩
 5
 無
文
だ
き
 

も
尼
米
     
げ 申し込み》 

6  て千日生 皮、 l       
3 月 1 口 ( 本 ) から 3n 口 ( 食 ) までに 折尾 交通安全 イキ 三 こい ど然 ・Ⅰ・Ⅱ 
協会で申 詣 押の交付 キ， : 。   

@ ィ・ J ・ 苦 垣を添えで、 抽出しでください   
件件 簗   《 ; 添付書類 ソ 持直 l-  市ちが 健 

O.,                         

  
① 皿キ故 ・ 無 違反証Ⅶ 出     

作れ・合わせ ガ 

  笛竹 f691-   nlIn へ   
    

別 化帯枕   ま 戊申応募指爪在室 9 時年期全で塾 験校 「 
@ 吏 、 を ' 押 8%   
ま行へな 吐 l 

ブせ   立 募 れ尊 さ 
む   へ 土公 一           

わ 七 月 記詰み                       就基度 
「 日 l 一げ ) ど尹                                     

ボ f60 ラ ． 一   達朗 フ 歳 以上 ウンド 受付 

ク の II@ ・ @     教 しえ 要育 の学人           
福中老択 さ付持円購阿補   5 0 2 2 申 ま 米 中 参う 

  0 0 の イ る と 2 し                                                                               
門川草 @ か も しか 

マ 

ィ T  巾か 明二 五 l き にをに 貝を未 ヤ 本 千 の ト l     5 l 8 古 き 

ス /                                  平成㍑年 2 月 25 日号 



Ⅰ町民武道館 む 282 一 6111 Ⅰ中央公民館 む 282 一 0162 
Ⅰ い こ。 のか社会福祉協議会 て コ 283 一 2940 束Ⅰ 部 公民館 む 282 一 0035 
Ⅰ 岡垣 サソリーアⅠ む 282 一 1515 Ⅰ西部公民館 む 282 一 7476 
フンルバ一人材センター 呑 282 一 4688 Ⅰ在宅イト 護 支援センター む 282 一 5167 

Ⅰ東部在宅介護支援センター 呑 282 一 5103   
    毎週木曜ロ午後 7 スクエアダンス 時から 9 時まで、 東部公民館で ( アメリカンカントリーダンス 行っています。 問い合わせスクエアダンスクラブ ) をいっしょにしてみませんか 会長安 ? m 稔呑 2 ㏄ -3969 へ 
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教
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募
方
法
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月
 お
ロ
 木
 一
ま
 

的
な
 什
丑
 が
で
き
る
人
を
待
っ
て
い
で
に
本
人
が
直
接
 

学
校
教
育
 
諜
学
 

  

ま
す
「
 

問
い
合
わ
せ
学
校
教
 
台
諜
 学
校
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職
種
学
校
Ⅲ
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貝
 

勤
務
場
所
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珂
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学
校
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岡
垣
 %
 
 台
 係
へ
 

 
 
勤
務
時
間
「
平
日
一
午
前
 

7
 時
㏄
 分
 
あ
な
た
の
応
募
を
侍
一
 

葦
 の
体
験
 塾
   

①
臨
時
職
員
 

夢
の
体
験
 塾
 実
行
委
員
会
 

  

曲
学
合
宿
「
夢
の
体
 

丘
甲
 」
は
 、
 

  

 
 

  

 
 

②
嘱
託
職
員
 

勤
務
時
間
午
前
川
時
 
%
 分
か
ら
 
午
 

 
 

 
 

  

期
間
Ⅰ
成
田
 牛
 4
 円
 1
 日
か
ら
自
然
体
験
、
団
体
 
生
活
を
通
し
て
 

1
 年
間
。
た
だ
し
、
通
律
 

5
 牛
を
限
 
子
 ど
も
た
ち
の
 
健
 
 
 

度
に
 屯
所
が
あ
り
ま
す
・
 

 
 こ
の
夢
の
体
験
 

冊
 と
は
、
小
学
 

5
 

募
集
定
員
㈹
②
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応
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資
格
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内
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庄
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技
か
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 年
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人
程
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し
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せ
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大
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ウ
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ド
コ
ル
フ
連
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と
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3
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こ
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町
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こ
の
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は
、
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帯
全
員
の
収
入
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一
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の
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期
ご
と
に
就
学
費
を
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 す
る
も
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で
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●国民健康保険 税                                                       l0 期 タ， 

●国民年金保険料                                                       3 月分 
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てで か で・。 
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マ リサイウルという 言葉をよく耳にしますが、 なぜ 
良いのでしょうか。 
リヴ イウルは、 ゴミを減らすだけでなく、 物を原 
材料から作るよりも ェ ネルギ一の消費ね ち 、 ないため、 

大気汚染や二酸化炭素の 壷が減るなど、 環境的も大 
きなメリットがあ るからです。 

今回、 ゴ 三問題の特集を 組みましたが、 リ ワイク 
ルをすれば、 コ 三や環境汚染が 無くなるわけではあ 
りません。 その前に大切なのは、 ゴミを出さないよ 
うに考えることです。 
最近、 近隣のスーパ 一でも白色トレ 一の回収ポッ 
ク スや 買い物袋を持っていけ ぼ 、 ビニール袋がいら 

 
 

 
 l
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な
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「
 

，
 ㌦
 
経
一
 

ない分、 安くするなどの 取り組みがなされていると 
ころも出てきました。 
必要のないものはなるべく 買わない、 買ったもの 
ほ大事に長く 使う、 まだ使えそうなものほほかの 人 
に譲るなど…、 工夫できることはたくさんあ ります。 
ゴミを分別するだけでなく、 リ ワイクルされた 製品 
を積極的に利用していきたいものです。 
皆さん、 スマート私生活を 送っておませんか。 
最後に、 この特集で書ききれなかったことほたく 
さんあ りますが、 皆さんがこの 特集を読んで、 生活 
の中のできることからしていただければいいなと 思 
います。 
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